
郡
山
森
林
事
務
所
は
、
福
島
県
の
中
央

部
に
位
置
し
て
い
る
郡
山
市
の
東
部
の
一

部
を
除
い
た
８
，
９
６
３
㌶
の
国
有
林
を

管
理
し
て
い
ま
す
。

当
部
内
は
、
海
抜
２
４
５
㍍
の
安
積
平

野
ま
た
は
郡
山
盆
地
と
呼
ば
れ
る
平
坦
地

を
中
心
に
、
西
高
東
低
地
形
で
西
部
は
日

本
海
側
で
あ
る
猪
苗
代
湖
南
に
接
し
、

東
部
は
阿
武
隈
高
地
、
北
は
安
達
太
良
山

頂
に
達
し
て
い
ま
す
。

郡
山
市
の
森
林
面
積
３
９
，
８
３
４
㌶

（
総
面
積
の
５
３
％
）
の
う
ち
国
有
林
が

９
，
８
８
９
㏊
（
小
野
町
森
林
事
務
所
管

轄
分
９
２
６
㌶
を
含
む
）
で
約
２
５
％
を

占
め
て
い
ま
す
。
山
系
は
、
安
達
太
良
山
・

額
取
山(

ひ
た
い
と
り
や
ま)

（
別
名
安

(

あ)

積(

さ
か)

山(

や
ま)

）
が
南
北
に
走

り
多
く
の
登
山
者
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

市
街
地
は
、
栃
木
県
宇
都
宮
市
と
宮
城

県
仙
台
市
の
中
間
に
位
置
し
て
お
り
、
東

北
新
幹
線
・
Ｊ
Ｒ
東
北
本
線
・
東
北
自
動

車
道
・
国
道
４
号
で
繋
が
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
西
（
日
本
海
側
）
の
会
津
若
松

市
や
新
潟
市
と
、
東
（
太
平
洋
側
）
の
い

わ
き
市
へ
は
、
磐
越
自
動
車
道
や
Ｊ
Ｒ
磐

越
西
線
・
磐
越
東
線
お
よ
び
国
道
49
号
で

移
動
す
る
事
が
可
能
で
あ
る
た
め
、
東
日

本
の
交
通
の
十
字
路
と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
部
内
で
特
徴
的
な
の
は
、
猪
苗
代
湖

を
取
水
口
と
し
て
国
有
林
内
の
地
中
を
北

か
ら
南
へ
と
疏
水
（
そ
す
い
）
が
走
っ
て

い
る
こ
と
で
す
。
こ
の
疏
水
は
安(

あ)

積

(

さ
か)

疏
水
と
よ
ば
れ
て
い
ま
す
。

郡
山
市
は
、
水
利
が
悪
い
地
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
明
治
時
代
に
職
を
失
っ
た
士

族
を
入
植
さ
せ
猪
苗
代
湖
か
ら
疏
水
を
開

削
し
た
そ
う
で
、
士
族
の
中
に
は
久
留
米

や
岡
山
、
土
佐
、
鳥
取
な
ど
の
各
藩
か
ら

実
に
延
べ
８
５
万
人
の
人
々
が
携
わ
り
、

１
２
７
㎞
の
水
路
工
事
を
僅
か
３
年
で
完

成
さ
せ
た
そ
う
で
す
。
現
在
で
も
農
業
用

水
・
工
業
用
水
・
水
力
発
電
・
飲
用
水
に

用
い
ら
れ
人
々
の
生
活
の
糧
と
な
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
当
部
内
に
お
い
て
は
、
平
成
27
年

２
月
に
郡
山
市
・
郡
山
市
森
林
組
合
・
竹

ノ
内
森
林
再
生
事
業
組
合
及
び
当
署
の
４

者
で
、
森
林
整
備
推
進
協
定
書
を
締
結
し

共
同
施
業
団
地
を
設
定
し
ま
し
た
。
今
後
、

協
定
者
が
連
携
し
て
民
有
林
と
国
有
林
の

効
率
的
か
つ
安
定
的
な
林
業
経
営
の
基
盤

づ
く
り
に
必
要
な
路
網
の
整
備
と
森
林
の

整
備
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。協

定
地
域
は
、
郡
山
市
熱
海
町
安
子
島

地
内
の
森
林
面
積
１
１
６
６
㌶
で
民
有
林

１
５
８
㌶
・
国
有
林
１
０
０
８
㌶
と
な
っ

て
お
り
、
国
有
林
の
中
に
民
有
林
が
所
在

す
る
地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

事
業
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
民
有
林
・

国
有
林
と
も
林
業
専
用
道
等
の
作
設
に
着

手
す
る
予
定
で
あ
り
林
業
経
営
の
基
盤
づ

く
り
が
始
ま
り
ま
す
。

今
後
も
よ
り
一
層
協
定
者
と
連
携
を
深

め
民
・
国
一
体
と
な
り
、
こ
の
協
定
の
目

的
達
成
に
向
け
た
取
り
組
み
が
重
要
に
な
っ

て
き
ま
す
。

ま
た
、
郡
山
市
の
担
当
者
の
中
に
は
、

林
野
か
ら
の
出
向
者
も
お
り
、
お
互
い
協

力
し
民
国
の
連
携
が
よ
り
よ
い
も
の
に
な

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
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